
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

毛
利
三
元
文
芸
関
係
略
譜
'

附
、
後
水
尾
院
勅
点
に
つ
い
て

渡

辺

憲

司

'

 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
じ
噛
め
 
に

 
長
府
藩
（
豊
浦
藩
、
長
州
萩
支
藩
）
、
第
三
代
藩
主
毛
利
綱
元
が
、
．
文
芸
、

殊
に
和
歌
を
好
ん
だ
大
名
で
あ
る
事
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
近
世
初
期
に
お

け
る
地
下
歌
壇
の
最
大
の
歌
集
で
あ
る
「
正
木
の
か
つ
ら
」
 
（
後
述
）
に
二
首

撰
ば
れ
、
生
前
刊
行
の
「
歌
書
尾
花
末
」
 
（
元
禄
十
六
年
刊
）
に
入
干
し
、
没

後
成
立
の
、
 
「
和
歌
視
今
集
」
 
（
正
徳
元
年
撰
）
に
も
撰
ば
れ
て
い
る
。
．

 
し
か
し
、
彼
が
い
か
な
る
歌
を
詠
み
、
ど
の
よ
う
な
事
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
と
め
ら
れ
る
事
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
わ
ず
か
に
「
諸
大
名
の
学
術
と
支
子
の
研
究
」
 
（
福
井
久
蔵
、
昭
和
1
2
年

刊
）
に
数
行
ふ
れ
ら
れ
、
ま
た
、
近
刊
の
「
和
歌
大
辞
典
」
 
（
明
治
書
院
、
昭

和
6
1
年
刊
）
に
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
参
考
文
献
に
は
「
寛
政
重
罪
諸
家

譜
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

 
本
稿
で
は
、
文
芸
と
の
関
連
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
彼
の
略
譜
を
記
し
、
加

え
て
彼
の
も
っ
と
も
名
誉
あ
る
事
歴
で
あ
っ
た
後
水
尾
院
選
点
の
成
立
年
次
に

つ
い
て
ふ
れ
る
事
に
す
る
。

 
略
譜
作
成
に
あ
た
っ
て
、
特
に
出
典
を
明
記
し
な
か
っ
た
も
の
は
、
 
「
毛
利

家
乗
」
に
拠
っ
た
。
 
「
毛
利
家
乗
」
は
、
明
治
十
六
年
に
長
府
毛
利
家
の
命
に

よ
り
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
毛
利
藩
主
の
事
歴
を
記
す
上
で
も
っ
と
も
権
威
あ

る
も
の
で
あ
り
、
諸
記
録
か
ら
多
く
の
事
蹟
を
引
用
し
た
労
作
で
あ
る
。
原
本

が
下
関
市
立
長
府
博
物
館
、
稿
本
が
下
関
市
立
長
府
図
書
館
に
存
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
名
【
 
 
 
並
口

 
 
 
 
 
 
 
 
皿
脚
 
 
 
 
 
 
呂
謡
ロ

 
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
十
二
月
二
十
三
日
、
綱
元
は
江
戸
藩
邸
（
久
保
町
）

に
生
れ
た
。
父
は
二
代
藩
主
光
広
、
母
は
本
多
能
登
守
忠
義
の
女
で
あ
る
。
幼

名
又
四
郎
、
後
に
右
京
と
改
め
る
。
同
年
十
月
三
日
祖
父
で
あ
り
長
府
藩
初
代

藩
主
毛
利
秀
元
が
七
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。

 
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
四
歳
。
七
月
二
日
、
父
光
広
が
三
十
八
歳
で
没
す

る
。
襲
読
後
二
年
半
余
で
あ
っ
た
。
十
月
十
二
日
、
海
牛
四
万
七
千
石
余
を
湘

回
す
る
。
あ
ま
り
に
幼
少
の
襲
封
の
如
く
に
見
え
る
が
、
児
玉
県
側
氏
の
指
摘

（
「
大
名
」
日
本
の
歴
史
1
8
、
小
学
館
、
昭
和
5
0
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
大
名

（
慶
長
五
年
以
降
）
四
百
四
名
申
、
 
一
～
九
歳
で
相
続
し
た
者
は
五
十
二
名

で
、
全
体
の
十
二
・
九
％
で
あ
り
、
異
例
と
す
る
の
は
あ
た
ら
な
い
。
長
府
藩

も
、
他
の
諸
藩
と
同
じ
く
安
定
期
を
迎
え
る
と
と
も
に
大
名
の
個
性
的
統
治
の

時
代
を
過
ぎ
、
家
臣
団
に
よ
る
藩
政
が
確
立
し
た
事
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え

よ
う
。
こ
の
年
、
叔
父
元
知
に
二
万
石
を
分
知
し
て
清
末
藩
が
成
立
す
る
が
、
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毛
利
三
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
院
勅
点
に
つ
い
て



 
旧
知
は
綱
元
幼
少
の
折
の
後
見
役
を
つ
と
め
て
い
る
。

 
 
寛
文
二
年
（
一
六
．
六
二
）
十
三
歳
。
三
月
歌
会
に
出
座
二
首
（
長
府
博
物
館

 
蔵
・
軸
装
一
巻
）
を
詠
ず
る
。

 
 
 
 
 
雨
申
吟

 
 
三
宿
に
雨
う
ち
そ
＼
き
を
く
露
の

 
 
 
つ
も
る
も
千
代
の
白
菊
の
花

 
 
け
ふ
ふ
る
も
こ
、
は
御
法
の
雨
に
し
て

 
 
 
そ
の
あ
か
つ
き
を
き
く
の
し
ら
露

 
 
右
は
現
在
知
り
得
る
三
元
の
歌
の
初
出
で
あ
る
。

 
．
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
五
歳
。
元
服
し
て
将
軍
柳
綱
の
御
諦
字
を
賜
り

綱
元
と
名
乗
わ
、
従
五
位
下
甲
斐
守
に
叙
任
す
る
。
猶
、
「
寛
政
纂
修
諸
家
譜
」
・

 
に
は
「
三
四
三
下
」
、
「
徳
川
実
紀
」
に
は
「
従
四
位
下
に
叙
し
甲
斐
守
と
称
し
、

御
名
の
一
字
を
給
は
り
綱
方
と
名
乗
る
」
と
あ
り
ハ
 
「
毛
利
家
乗
」
に
は
「
従

五
位
下
二
叙
シ
（
申
略
）
時
二
十
五
歳
ナ
リ
後
チ
従
四
位
下
二
進
ム
」
と
あ
る
。

 
 
同
八
年
（
、
一
六
六
八
）
十
九
歳
。
四
月
十
一
日
、
備
前
岡
山
藩
主
池
田
光
政

女
と
結
婚
（
寛
文
五
年
結
納
）
。
同
十
年
、
八
月
秀
元
の
廟
を
清
末
に
建
立
、

甲
元
霊
社
と
称
す
。

' 
 
同
十
一
年
（
一
六
七
一
）
二
十
二
歳
。
六
月
初
め
て
国
許
へ
の
入
津
を
許
さ

れ
る
。
初
入
封
は
綱
元
を
、
統
治
責
任
を
持
つ
大
名
と
し
て
幕
府
が
認
め
た
事

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
九
月
長
府
に
入
り
、
十
二
月
領
内
を
巡
回
。
翌
三
月
江

 
戸
に
帰
る
。
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
 
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
二
十
四
歳
。
六
月
入
封
。
同
二
年
三
月
江
戸
に
帰

 
る
。
同
年
八
月
二
十
九
日
、
母
本
多
氏
の
女
没
す
、
四
十
八
歳
。
同
三
年
、
三
月

日
頼
寺
客
殿
を
再
建
。
七
月
二
十
七
日
長
女
元
子
江
戸
に
生
れ
る
。
母
は
光
政
の

女
。
是
年
長
府
三
内
飢
饅
。
同
四
年
、
倹
約
令
を
発
布
、
衣
服
の
制
を
厳
守
さ

せ
る
。
同
五
年
、
長
子
又
四
郎
江
戸
に
生
れ
る
。
又
四
郎
は
皆
皆
、
後
の
吉
元

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ
ふ
さ

で
あ
る
。
同
九
年
、
次
子
幸
之
助
江
戸
に
生
れ
る
。
後
に
匡
英
、
更
に
忠
次
ど

称
し
、
本
多
忠
利
の
養
子
と
な
る
。
他
に
綱
元
は
三
男
一
女
を
も
う
け
て
い
る
。

 
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
三
十
二
歳
。
四
月
入
筆
。
同
二
年
、
幕
府
の
命
に

よ
り
「
忠
孝
令
」
等
を
三
内
に
発
布
し
、
徹
底
化
す
る
。
所
謂
、
将
軍
綱
吉
の

「
天
和
の
治
」
を
藩
内
に
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
、
宮
城
県
立
図

書
館
伊
達
文
庫
本
「
宗
尊
親
王
三
百
首
和
歌
」
 
（
内
題
 
中
務
卿
親
王
三
百
首

和
歌
）
の
奥
書
に

 
 
右
三
百
首
以
毛
利
甲
抄
再
構
朝
臣
之
本
令
書
写
早
但
彼
本
無
点
詞
其
後
以

 
 
或
本
奥
書
蓄
蔵
不
軍
記
付
早

 
 
 
天
和
二
年
霜
月
 
日

 
と
あ
る
。
、
綱
元
が
仙
台
藩
主
伊
達
吉
村
に
貸
与
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗

尊
親
王
は
鎌
倉
第
六
代
将
軍
、
後
に
意
図
あ
り
と
さ
れ
失
意
の
う
ち
若
く
し
て

没
し
た
人
物
。
歌
は
平
明
で
万
葉
ぶ
り
の
歌
を
含
み
、
内
攻
的
な
青
年
の
心
情

が
発
露
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

 
猶
、
成
立
年
次
不
明
な
が
ら
、
伊
達
吉
村
が
撰
者
と
な
っ
た
「
武
家
新
歌

仙
」
に
は
、
坂
上
建
顕
（
後
述
）
の
歌
と
と
も
に
次
の
如
く
に
あ
る
。

 
 
 
 
右
 
 
 
 
侍
従
大
江
半
身
朝
臣

 
ふ
る
ま
㌧
に
つ
も
る
も
見
え
し
臼
な
み
の

 
 
雪
の
う
へ
こ
く
沖
の
つ
り
ふ
ね

 
 
 
 
左
 
 
 
坂
上
建
顕

 
思
ひ
置
し
な
み
た
や
そ
ら
に
し
く
る
ら
む

 
 
雲
こ
そ
か
〉
れ
ふ
る
郷
の
や
ま
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又
、
 
「
新
撰
武
家
百
人
一
首
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
侍
従
大
江
綱
元

 
に
ほ
ひ
く
る
風
を
し
る
へ
に
さ
く
梅
の

 
 
は
な
に
お
も
は
ぬ
垣
を
こ
そ
そ
へ

と
あ
る
。

 
同
三
年
、
再
度
倹
約
令
を
発
布
。
武
士
・
町
人
・
僧
侶
・
社
人
等
に
至
る

迄
、
百
七
条
に
及
ぶ
細
か
な
も
の
で
あ
る
。
長
府
二
幅
に
お
い
て
は
、
こ
の
時

期
の
治
政
を
「
天
和
御
法
度
」
の
制
定
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
十
五
歳
。
八
月
二
十
七
日
、
，
祖
父
秀
元
の
略
伝

「
毛
利
甲
斐
守
秀
元
公
譜
略
」
 
（
長
府
博
物
館
蔵
・
軸
装
一
巻
）
を
作
る
。

秀
元
の
略
伝
と
し
て
は
既
に
慶
安
四
年
、
三
吉
規
為
編
「
毛
利
秀
元
記
」
 
（
六

巻
六
冊
）
が
存
し
て
い
る
。
規
毛
編
の
伝
記
が
秀
元
の
前
半
生
、
殊
に
文
禄
・

慶
長
の
役
で
の
総
大
将
と
し
て
の
行
跡
な
ど
、
関
ケ
原
の
戦
以
前
に
重
点
が
あ

る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
茶
人
及
び
御
伽
衆
と
し
て
家
光
に
近
侍
し
た
後
半
生

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
綱
元
が
祖
父
の
い
か
な
る
事
歴
に
重
点
癒
置
い
た
か
，

が
う
か
が
止
る
資
料
で
あ
る
。
同
三
年
、
四
月
七
日
、
夫
人
池
田
光
政
の
女
没

す
、
三
十
歳
、
誰
名
祥
雲
院
。
同
四
年
、
四
月
二
十
五
日
、
秀
元
の
取
繕
青
院

書
写
の
五
首
の
歌
を
写
す
。
 
「
ま
よ
ふ
な
よ
月
の
ひ
か
り
の
さ
や
か
に
て
な
を

・
の
ち
の
よ
を
て
ら
す
と
そ
き
く
」
等
、
教
訓
臭
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
 
「
綱
元

三
御
手
書
」
 
（
長
府
博
物
館
蔵
・
軸
装
一
巻
）
中
に
一
括
。

 
同
年
の
田
村
宗
永
の
識
語
を
有
す
る
、
龍
門
文
庫
本
「
正
木
の
か
つ
ら
」
に

二
首
面
差
。
．

 
 
 
 
郭
公
の
寄
あ
ま
た
読
み
け
る
中
に

 
 
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
そ
聞
ほ
と
と
ぎ
す

毛
利
綱
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
回
勅
点
に
つ
い
て

 
 
 
た
そ
か
れ
時
の
よ
そ
の
一
声

 
 
 
 
坂
上
宗
永
日
比
読
置
た
る
歌
を
あ
る
人
に
見
せ
ら
れ
け
る
と
て
包
紙

 
 
 
 
に
か
き
つ
め
て
見
る
港
は
か
な
し
善
く
き
の
岡
の
あ
さ
ち
の
あ
さ
き

 
 
 
 
言
の
葉
と
か
き
つ
け
ら
れ
け
る
を
見
て

 
 
言
の
葉
や
な
と
し
の
ふ
ら
ん
浅
茅
生
に

 
 
 
あ
ま
り
て
ふ
か
き
露
の
光
を

 
田
村
（
坂
上
）
宗
永
は
一
関
藩
初
代
藩
主
田
村
右
京
太
夫
建
顕
。
仙
台
藩
主

伊
達
綱
村
の
弟
。
「
正
木
の
か
つ
ら
」
に
十
四
首
、
他
の
歌
集
に
も
名
を
連
ね
る

大
名
歌
人
の
代
表
的
存
在
。
赤
穂
藩
主
浅
野
長
矩
を
預
か
り
切
腹
を
邸
内
で
行

っ
た
事
で
も
知
ら
れ
る
。
綱
元
と
は
外
様
雄
藩
の
支
藩
と
い
う
相
似
た
環
境
に

あ
り
、
柳
の
間
詰
の
同
席
で
も
あ
っ
た
た
め
か
、
後
述
の
日
野
弘
資
を
師
と
す

る
な
ど
、
も
っ
と
も
関
係
の
深
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
識
語
に
よ
れ
ば
龍
門
文

庫
本
に
は
朱
点
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、
朱
点
の
な
い
も
の
は
、
清

水
宗
川
道
行
の
も
の
で
あ
る
。
網
元
の
歌
に
は
朱
点
な
く
、
貞
享
三
年
置
に
宗

川
が
撰
に
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
二
月
二
十
八
日
の
奥
書
を
有
す
る
「
一
人
一
首
」

（
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
）
に
、

 
 
 
 
品
川
御
殿
に
て
雨
の
あ
し
た
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毛
利
甲
斐
守
大
江
綱
元

 
 
降
雨
も
け
ふ
と
や
は
る
＼
二
君
を

 
 
 
ま
ち
え
し
山
の
か
ひ
は
あ
り
け
り

 
と
あ
っ
て
、
綱
元
の
歌
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
元
禄
二
年
成
立
の
「

「
近
代
和
歌
一
人
一
首
」
に
毛
利
甲
斐
守
と
の
み
あ
る
の
に
対
し
て
，
「
一
人
一

首
」
の
編
者
が
誤
っ
て
大
江
綱
元
と
注
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
者
毛
利
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甲
斐
守
は
毛
利
秀
元
、
こ
の
歌
は
寛
永
十
七
年
九
月
十
六
日
、
秀
元
の
品
川
の

別
邸
に
家
光
を
迎
え
た
時
の
歌
で
あ
り
、
「
墨
海
山
筆
」
十
七
（
内
閣
文
庫
本
）

の
「
毛
利
秀
元
亭
御
茶
御
成
旧
記
」
に
も
、
沢
庵
の
歌
と
対
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
同
年
冬
、
 
「
襲
祖
阿
保
親
王
尊
書
竹
園
之
伝
記
」
 
（
毛
利
報
公
会
毛
利
博

物
館
蔵
）
を
記
す
。
同
じ
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
阿
保
山
親
王
廻

縁
起
附
阿
保
親
王
伝
記
」
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
存
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は

明
治
期
の
写
本
で
あ
る
。
 
（
未
見
（
目
録
に
拠
る
V
阿
保
親
王
は
在
原
業
平
の

父
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
毛
利
氏
が
祖
と
仰
ぐ
大
江
家
の
始
祖
で
あ
る
。
猶
、

阿
保
親
王
が
大
江
氏
の
始
祖
で
あ
る
と
い
う
説
に
は
、
近
時
、
森
田
兼
吉
氏
の

論
考
（
「
和
泉
式
部
伝
の
い
く
つ
か
の
問
題
」
 
『
和
歌
文
学
と
そ
の
周
辺
』
所

・
収
、
桜
全
社
、
昭
和
5
9
年
刊
）
等
に
よ
り
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

 
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
四
十
三
歳
。
十
二
月
十
八
日
侍
従
と
な
る
。
（
「
寛

政
重
修
諸
家
譜
」
に
拠
る
）

 
同
六
年
、
二
月
二
十
三
日
、
将
軍
綱
吉
「
中
庸
」
講
義
の
席
に
息
子
元
三
を

伴
い
列
座
す
る
。

 
同
九
年
六
月
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
「
元
建
胎
嚢
」
 
（
外
題
は
問

を
み
せ
け
ち
に
し
て
通
計
あ
る
。
但
し
識
語
に
は
「
右
本
旨
題
無
之
間
蔵
家
庫

受
認
私
題
号
元
問
弘
答
早
」
と
あ
る
）
は
奥
書
に
「
元
禄
九
年
六
月
」
と
書
写

年
代
を
記
す
。
書
写
者
は
不
明
。
本
書
は
「
国
書
総
目
録
」
に
有
職
故
実
の
書

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
 
「
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
」
 
（
内
閣
文
庫
蔵
、

享
保
十
二
年
八
月
中
旬
写
）
の
第
三
部
の
一
部
で
あ
る
。
第
三
部
の
内
容
は
建

久
四
年
六
百
番
歌
合
に
拠
り
な
が
ら
日
野
弘
資
が
俊
成
の
判
詞
に
つ
い
て
講
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
猶
、
第
一
部
は
、
内
題
に
「
坂
上
宗
永
問
書
 
日
野
弘
資

卿
答
」
と
あ
り
田
村
宗
永
の
問
に
弘
資
が
答
え
た
も
の
、
第
二
部
は
、
識
語
に

「
大
江
氏
綱
元
不
審
之
条
ζ
被
管
候
処
特
進
前
献
納
弘
資
卿
御
返
答
之
趣
也
」

と
あ
る
ご
と
く
綱
元
の
問
を
弘
資
が
具
体
的
に
歌
語
の
条
々
に
つ
い
て
答
え
た

も
の
で
あ
る
。

 
順
序
の
異
同
な
ど
の
他
「
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
」
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
同

「
じ
も
の
に
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
「
日
野
家
三
部
口
伝
」
（
後
述
）
、

同
文
庫
蔵
「
日
野
弘
資
卿
答
」
 
（
享
保
二
年
仲
秋
写
）
、
内
閣
文
庫
蔵
「
日
野

弘
資
鳶
口
義
」
 
（
安
永
五
年
五
月
写
）
、
京
都
府
立
綜
合
資
料
館
蔵
「
日
野
弘

資
卿
口
器
」
 
（
文
政
十
二
年
二
月
写
）
、
東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵

「
日
野
弘
資
卿
答
」
 
（
年
代
不
明
、
近
世
中
期
頃
写
ヵ
）
、
九
州
大
学
付
属
図

書
館
蔵
「
江
坂
紀
聞
」
 
（
後
述
）
等
が
あ
る
。
ま
た
「
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
背
斜
三
井
文
庫
写
本
目
録
稿
」
 
（
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料

部
「
調
査
研
究
報
告
」
第
五
号
、
昭
和
5
9
年
）
に
よ
れ
ば
享
保
二
年
写
の
「
野

江
聞
答
」
 
「
野
坂
問
答
」
が
存
し
て
い
る
由
で
あ
る
。

 
「
元
建
弘
答
」
は
こ
れ
ら
写
本
の
申
で
も
っ
と
も
古
い
写
本
で
あ
る
。
前
述

の
ご
と
く
第
三
部
の
一
部
を
内
容
と
し
て
、
第
一
項
目
を
、
 
「
日
野
弘
資
卿
和

歌
慧
智
」
等
の
諸
本
の
第
四
項
目
に
あ
た
る
コ
春
に
そ
つ
～
く
」
よ
り
始
め

て
い
る
。
 
（
「
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
」
等
の
第
一
項
目
は
コ
御
階
の
き

は
」
で
あ
る
。
）
こ
の
始
ま
り
方
は
、
本
書
の
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
、

日
野
家
関
連
の
も
の
を
取
り
集
め
た
「
先
代
御
便
覧
」
申
第
二
七
冊
に
所
収
さ

れ
て
い
る
「
毛
利
甲
州
論
説
条
ぐ
」
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
 
「
毛
利
甲
州
倒

懸
条
ζ
」
は
、
綱
元
よ
り
の
質
問
の
み
を
備
忘
録
の
ご
と
く
書
き
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

 
「
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
」
 
（
内
閣
文
庫
、
享
保
十
二
年
写
）
の
第
一
部
の

終
り
に
コ
つ
＼
か
な
の
と
ま
り
傳
受
有
之
心
服
候
面
談
な
ら
て
は
難
申
候
へ
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と
も
今
少
病
気
い
た
し
直
し
候
は
＼
何
と
ぞ
書
付
候
而
可
令
進
候
」
と
あ
り
、

 
「
毛
利
甲
州
被
蓋
条
ぐ
」
の
存
在
と
と
も
に
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
歌
論
書

が
一
時
に
で
は
な
く
書
簡
及
面
談
等
に
よ
っ
て
順
次
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
で

あ
る
事
が
知
れ
る
。
 
「
元
建
弘
答
」
は
そ
の
中
で
お
そ
ら
く
原
形
態
に
近
い
形

の
も
の
で
あ
ろ
う
之
思
わ
れ
る
。

 
近
世
和
歌
史
に
お
け
る
位
置
、
及
び
諸
本
間
の
書
誌
的
説
明
を
す
る
紙
数
も

な
い
が
、
こ
こ
で
は
綱
元
が
近
世
歌
論
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
「
日
野
弘
資
卿

和
歌
福
沸
」
 
（
『
和
歌
大
辞
典
」
に
お
け
る
上
野
洋
三
氏
の
指
摘
の
ご
と
く

 
「
日
野
殿
三
部
抄
」
の
よ
う
な
総
括
的
な
書
名
が
必
要
と
思
わ
れ
る
）
の
成
立

に
大
き
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
事
を
指
摘
し
て
お
く
。

 
同
年
八
月
六
日
目
綱
吉
散
楽
張
行
の
折
に
、
窯
元
「
春
日
龍
神
」
を
舞
う
。

 
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
四
十
六
歳
。
五
月
、
江
戸
よ
り
帰
国
の
折
、
，
源
豊

常
に
命
じ
て
、
紀
行
文
「
伊
勢
の
つ
と
」
 
（
綱
元
自
筆
本
、
長
府
博
物
館
蔵
）

を
作
ら
し
め
、
自
ら
序
文
を
記
す
。
源
豊
丘
は
家
臣
の
一
人
と
思
わ
れ
る
が
不

明
。
伊
勢
宮
川
よ
り
伊
賀
路
を
経
て
奈
良
、
大
坂
に
至
る
道
中
の
備
忘
録
的
な

も
の
で
文
芸
的
色
彩
は
薄
い
が
、
随
所
に
土
地
の
話
（
険
路
の
様
の
臨
場
感
あ

る
筆
致
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
序
文
の
み
紹
介
す
る
。

 
 
 
 
伊
勢
の
つ
と
 
（
序
）

、
 
 
元
禄
十
と
せ
又
国
に
か
へ
る
い
と
ま
写
り
て
さ
月
み
か
の
月
い
り
て
こ
＼

 
 
の
か
に
な
り
て
伊
勢
や
尾
張
の
う
み
つ
ら
を
見
侍
る
万
々
常
太
神
宮
へ
ま

 
 
い
る
へ
き
よ
し
か
ね
て
申
あ
へ
り
し
か
は
こ
＼
よ
り
わ
か
れ
て
大
坂
に
て

 
 
待
な
ん
と
契
り
侍
る
め
り
常
ζ
其
夜
は
神
部
に
や
と
り
あ
く
れ
は
宮
川
を

 
 
わ
た
り
山
田
に
着
十
四
日
に
内
宮
外
宮
を
拝
し
か
へ
る
さ
は
大
和
路
を
行

 
 
て
初
瀬
の
観
音
に
詣
で
し
く
れ
ふ
り
を
け
る
奈
良
の
都
も
立
よ
り
て
わ
か

毛
利
綱
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
院
勅
点
に
つ
い
て

 
 
方
へ
の
物
か
た
り
に
せ
む
と
畿
ζ
た
る
嶺
を
こ
え
冷
ぐ
と
あ
る
谷
に
く
た

 
 
り
て
野
を
三
里
を
過
道
の
あ
り
さ
ま
筆
に
ま
か
せ
て
か
き
つ
け
侍
り
ぬ
宮

 
 
居
の
あ
り
か
た
さ
仏
閣
の
た
う
と
さ
え
も
い
は
ぬ
事
と
も
は
か
き
も
ら
し

 
 
侍
る
と
な
ん
こ
＼
も
か
し
こ
も
い
そ
の
か
み
ふ
る
き
名
の
所
に
て
見
ぬ
我

 
 
さ
へ
い
と
お
も
し
ろ
く
お
な
し
道
に
之
も
な
は
、
と
う
ら
や
ま
し
十
八
日

 
 
に
大
坂
に
も
て
き
て
見
侍
り
し
ま
＼
か
衿
、
り
て
見
せ
は
や
と
お
も
ふ
こ
、

 
 
う
さ
し
を
も
て
伊
勢
の
つ
と
と
名
づ
け
侍
る
物
な
ら
し

 
同
年
六
月
、
長
府
覚
苑
寺
を
創
建
す
る
。
黄
桑
山
万
福
寺
よ
り
唐
子
悦
山
和
尚

を
招
き
開
祖
と
し
、
翌
年
二
月
江
戸
瑞
墾
寺
よ
り
見
証
和
尚
を
請
、
二
代
住
職

と
す
る
。
こ
れ
よ
り
先
元
禄
七
年
，
、
萩
東
光
寺
の
創
建
で
知
ら
れ
る
慧
極
（
黄

案
三
傑
の
一
人
目
が
長
府
に
来
訪
し
て
い
る
。
李
家
正
文
著
「
慧
極
道
陸
陸
師

伝
」と

あ
る
。

鉄
牛
の
交
遊
記
事
が
あ
り
、

藩
に
お
い
て
も
っ
と
も
早
く
黄
業
宗
と
関
連
の
あ
っ
た
大
名
で
あ
る
。

，
元
禄
十
三
年
（
一
六
九
九
）
二
月
二
十
八
日
、
藩
臣
に
赤
間
関
遊
廓
へ
行
く
事

を
禁
じ
て
厳
戒
す
る
。
又
こ
の
年
、
藩
士
に
弓
・
銃
の
奨
励
や
服
務
規
定
等
の

布
告
が
あ
っ
た
。
猶
、
こ
の
様
な
禁
止
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
下
関
稲
荷
町
が
隆

盛
し
て
い
た
事
を
述
べ
た
事
が
あ
る
。
 
（
拙
稿
「
下
関
遊
女
か
ぶ
き
一
女
か
ぶ

（
大
蔵
出
版
・
昭
和
5
6
年
）
元
禄
七
年
の
項
に

こ
の
春
、
随
喜
は
長
府
毛
利
侯
甲
斐
の
守
瑞
林
居
士
を
訪
ね
た
。
侯
は
心

を
こ
め
て
迎
え
、
八
日
間
泊
，
つ
た
が
、
朝
夕
侯
と
会
談
し
て
宗
門
の
こ
と

な
ど
を
語
り
あ
っ
た
。
長
門
一
の
宮
か
ら
赤
間
が
関
な
ど
を
巡
っ
て
観
光

し
た
。
侯
と
別
か
れ
る
に
あ
た
っ
て
和
歌
を
詠
ん
で
御
礼
の
こ
と
ば
と
し

た
が
、
侯
は
歌
を
返
し
た
。

 
 
ま
た
、
内
閣
文
庫
蔵
「
鉄
牛
禅
師
自
牧
摘
稿
」
の
巻
六
に
、
綱
元
と

 
 
 
 
 
 
 
 
．
巻
三
に
下
関
来
遊
の
記
事
が
あ
る
。
綱
玉
は
長
州

（99）



、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'
一
．
．
葱

．
き
禁
止
令
と
地
方
遊
里
1
」
日
本
文
学
研
究
第
十
九
号
・
昭
和
5
8
）

 
元
禄
十
五
年
、
（
一
七
〇
二
）
五
十
三
歳
。
二
月
、
城
外
前
田
村
の
別
荘
κ
赴

を
詩
数
首
を
作
る
。
前
田
は
現
在
の
下
関
市
前
田
∩
・
関
門
海
峡
を
望
む
火
の
山

中
腹
の
佳
勝
の
地
で
あ
る
。
 
「
綱
元
公
御
手
書
」
 
（
長
府
博
物
館
蔵
・
軸
装
一

'
巻
）
に
一
括
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
三
平
場

 
 
吸
海
石
遽
臨
路
程
 
四
三
杏
ζ
過
三
半

 
 
淵
閲
坂
僻
長
物
直
 
風
韻
白
和
棄
馬
声

 
以
下
、
六
首
略
。

 
同
年
十
二
月
十
五
日
、
赤
穂
浪
士
討
入
後
、
浅
野
家
家
臣
十
人
を
江
戸
藩
邸

内
に
お
い
て
監
護
す
る
。

 
元
禄
十
六
年
目
一
七
〇
三
）
刊
「
歌
林
尾
花
末
」
 
（
植
山
検
校
江
民
軒
梅

之
・
梅
柳
非
水
之
編
）
に
一
首
譲
与
。

 
 
 
 
九
月
十
三
夜
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毛
利
綱
元
」

 
 
こ
よ
ひ
又
て
る
月
な
み
を
か
そ
へ
て
は

 
 
 
秋
の
も
中
の
か
け
と
み
て
ま
し

 
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
五
十
五
歳
。
四
月
長
府
日
諸
寺
の
鐘
楼
を
建
立
。

、
同
二
年
、
母
清
珠
院
三
十
三
回
忌
法
要
の
た
め
に
長
府
笑
山
寺
に
「
仏
説
父
母

恩
重
経
」
 
（
長
府
博
物
館
蔵
・
紺
紙
金
泥
一
巻
）
を
書
写
献
納
す
る
。
そ
の
奥

書
の
み
を
記
し
て
お
く
。

 
 
這
修
多
事
一
巻
道
下
慈
母
大
姉
今
載
三
十
三
回
追
善
敬
書
写
之
以
血
忌
日

 
 
宝
永
弟
兆
魚
塩
南
呂
念

 
 
九
日
奉
納
 
尊
廟
年
俸

 
 
 
従
四
位
下
行
侍
従
兼
甲
斐
守

 
 
 
 
 
 
 
 
大
江
朝
臣
 
綱
元
 
百
拝

他
、
綱
元
筆
「
阿
弥
陀
経
」
・
「
金
剛
般
若
経
」
．
「
大
乗
妙
集
」
等
の
写
本

が
口
頼
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

 
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
源
重
興
、
「
江
坂
紀
聞
」
（
内
題
「
江
阪
紀
聞
上
」
．

九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
の
識
語
を
記
す
。

 
 
右
一
．
冊
者
日
野
大
納
言
弘
資
卿
給
経
或
人
書
也
彼
御
草
案
遠
山
頼
永
申
受

 
 
之
三
又
以
頼
永
本
写
之
早

 
 
 
宝
永
二
年
仲
秋
朔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
「
源
重
興

 
源
重
興
は
御
書
院
番
を
つ
と
め
た
中
肝
左
平
太
重
興
（
享
保
九
年
没
、
八
十

歳
）
で
あ
ろ
う
。
重
出
は
「
正
木
の
か
つ
ら
」
に
二
首
、
「
難
波
捨
草
」
 
（
貞

享
五
年
駿
）
に
十
三
首
、
 
「
堀
江
草
」
 
（
元
禄
三
年
成
）
に
四
首
入
碧
し
て
い

る
武
家
歌
人
で
あ
る
。
江
は
大
江
即
ち
毛
利
二
元
、
坂
は
坂
上
即
ち
田
村
宗
永

で
あ
る
。
内
容
は
前
述
「
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
」
の
第
三
部
と
同
じ
で
あ

る
。
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
「
日
野
家
三
部
口
傳
」
 
（
三
巻
一
冊
）

は
・
管
見
の
範
囲
で
は
大
名
家
所
蔵
本
ら
し
く
風
体
も
よ
く
も
つ
と
も
善
本
か

と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
巻
は
同
じ
く
源
重
興
の
奥
書
を
有
し
て

い
る
も
の
で
、
 
「
江
坂
紀
聞
」
は
そ
の
上
巻
の
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
五
十
八
歳
。
春
酒
重
石
集
」
成
立
。
そ
の
序
文
と

冒
頭
の
部
分
を
記
し
て
お
く
。

 
 
松
の
葉
の
散
か
せ
す
正
木
の
か
つ
ら
な
が
く
っ
た
は
り
都
の
花
に
ほ
ひ
か

 
 
う
は
し
く
あ
っ
ま
の
月
ひ
か
り
あ
き
ら
せ
く
し
き
し
ま
の
道
か
は
ら
す
さ

 
 
か
む
な
り
さ
れ
は
宝
永
ふ
た
つ
の
年
長
月
九
日
よ
り
仙
洞
に
て
着
到
百
首

 
 
の
和
寄
あ
り
け
り
綱
元
此
題
を
も
て
み
つ
か
ら
の
色
な
き
百
草
そ
の
お
そ

 
 
れ
あ
る
へ
け
れ
と
此
題
に
て
迫
三
三
内
府
の
詠
寄
熊
野
の
集
に
侍
れ
ば
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．
し
み
て
は
＼
が
る
へ
き
に
は
あ
ら
す
や
と
お
な
し
き
四
の
年
の
春
雪
着
到

寄
に
出
た
る
名
所
を
は
し
め
こ
＼
ろ
こ
と
葉
お
な
し
さ
ま
な
る
事
を
の
ぞ

き
て
百
首
を
か
き
あ
つ
め
み
れ
は
猪
一
ふ
し
も
あ
ら
す
侍
り
ぬ
か
く
て
か

た
い
と
の
よ
り
く
藤
原
実
親
源
氏
渉
都
治
記
大
江
雪
早
喰
政
信
要
員
等

着
到
の
百
首
を
見
番
ら
さ
れ
と
お
な
し
く
此
題
に
て
つ
か
ふ
ま
つ
り
七
人

の
百
首
を
も
て
七
石
製
と
名
付
侍
り
ぬ
弘
長
の
比
常
磐
井
大
政
大
臣
後
九

条
内
大
臣
衣
笠
内
大
臣
為
家
二
十
氏
卿
行
家
君
信
実
朝
臣
各
百
首
の
寄
を

な
ら
へ
て
七
玉
集
と
名
づ
け
ら
れ
け
る
と
な
れ
は
其
此
七
つ
の
石
も
み
か

き
侍
ら
は
玉
と
や
な
り
侍
ら
ん
に
こ
そ

耳
石
集

詠
百
首
和
歌

 
 
立
春
暁

お
き
出
て
ま
っ
か
き
た
て
し
燈
の

 
は
な
の
置
き
ぬ
暁
の
床

鳥
羽
玉
の
夜
半
も
明
行
鳥
か
ね
に

 
先
立
そ
む
る
年
の
は
直

な
に
と
な
く
ね
覚
の
と
け
き
あ
か
つ
き
の

 
夢
路
を
春
や
わ
け
て
き
つ
ら
ん

の
と
け
し
や
春
は
立
野
の
て
ま
か
へ
り

 
鳥
か
ね
つ
く
る
あ
か
つ
き
の
空

・
あ
ら
玉
の
年
は
け
さ
よ
り
立
春
の

 
長
閑
さ
み
す
る
有
明
の
空

暁
の
か
す
み
そ
め
け
る
天
の
戸
は

 
明
方
ち
か
く
春
や
た
つ
ら
ん

綱
元

實
親

長
渉

治
記

頭
勝

政
信

毛
利
綱
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
回
勅
点
に
つ
い
て

 
 
ま
も
る
夜
も
な
を
暁
そ
し
つ
か
な
る

 
 
 
年
の
大
空
春
や
立
ら
む
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
要
貞

 
以
下
、
寄
国
祝
の
題
ま
で
各
人
百
首
、
千
首
の
歌
が
正
徹
の
「
千
首
和
歌
」

等
の
題
詠
と
同
じ
形
式
で
連
ね
て
あ
る
。
序
文
中
の
「
，
宝
永
ふ
た
つ
の
年
長
月

九
日
よ
り
仙
洞
に
て
着
到
百
首
」
と
は
、
陽
明
文
庫
蔵
「
宝
永
買
繋
黒
星
御
着
到

百
首
写
」
（
他
に
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
蔵
「
公
宴
和
歌
御
会
始
」
な
ど
が
存

す
る
）
に
よ
る
と
宝
永
二
年
九
月
九
日
よ
り
十
二
月
十
九
日
迄
百
日
間
、
仙
洞

御
所
で
催
さ
れ
た
着
到
百
首
で
あ
る
ゆ
身
元
院
（
コ
夜
を
も
と
し
は
へ
た
て
ぬ

あ
か
つ
き
の
鳥
の
初
音
に
春
は
き
に
け
り
」
）
の
他
、
中
院
通
宝
、
同
通
躬
、
．

万
里
小
路
淳
房
、
清
水
谷
実
業
、
庭
田
重
條
、
飛
鳥
井
雅
豊
、
日
野
輝
光
、
武

者
小
路
実
陰
、
冷
泉
為
綱
、
風
早
弓
長
、
久
世
通
夏
、
阿
野
公
緒
が
参
加
し
た

も
の
で
、
霊
元
院
時
代
の
お
も
な
歌
人
が
出
座
し
て
い
る
。
ま
た
「
七
五
三
」

は
「
弘
長
元
年
院
百
首
」
と
も
呼
ば
れ
、
後
嵯
峨
院
の
下
命
に
よ
り
弘
長
元
年

（
＝
一
六
一
）
．
後
半
、
為
家
が
部
類
し
た
と
言
わ
れ
る
。
作
者
は
常
磐
井
太
政

大
臣
（
藤
原
実
氏
・
実
空
）
、
後
九
条
内
大
臣
（
藤
原
基
家
）
、
衣
笠
内
大
臣

（
藤
原
家
良
）
、
藤
原
為
家
、
藤
原
行
家
、
藤
原
信
実
（
黒
眉
）
で
あ
乃
。

「
続
古
今
集
」
以
下
十
一
の
勅
撰
集
に
こ
の
申
よ
り
計
一
七
八
首
入
逸
す
る
な

ど
影
響
力
の
あ
っ
た
歌
集
で
あ
る
。
，
遣
遙
院
内
府
は
三
条
西
実
隆
、
歌
集
は

「
雪
玉
集
」
。
所
謂
広
本
「
雪
玉
集
」
が
、
後
水
尾
院
の
も
と
で
成
立
し
、
寛

文
十
年
正
月
、
十
八
冊
の
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
「
迫
遙
院
内
府
の

詠
寄
も
家
の
集
に
…
」
と
は
、
こ
の
歌
集
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
下
関
市

住
吉
神
社
所
蔵
「
長
門
国
住
吉
法
楽
百
首
和
歌
」
の
序
文
を
実
隆
は
記
し
四
首

詠
じ
て
い
る
。
藤
原
實
親
以
下
の
作
者
は
長
府
藩
家
臣
か
と
思
わ
れ
る
が
不
明

で
あ
る
。
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宝
永
二
年
の
仙
洞
着
到
百
首
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
弘
長
百
首
（
七
玉

集
）
を
念
頭
に
、
玉
を
石
に
変
え
た
謙
譲
と
大
名
歌
人
と
し
て
の
自
負
を
も
っ

て
、
綱
元
が
意
欲
的
に
こ
の
歌
集
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。

 
同
年
八
月
、
前
田
の
別
邸
に
遊
ぶ
。
成
立
年
代
不
明
な
が
ら
、
こ
の
年
三
に

成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
「
前
田
二
十
景
」
 
（
長
府
博
物
館
蔵
・
軸
装
一
巻
）
と

題
さ
れ
た
二
十
首
が
あ
る
。

 
 
 
 
詠
二
十
昭
和
認

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
侍
従
弘
誓

 
 
 
 
入
江
松
原

 
 
前
田
な
る
入
江
に
た
て
る
松
原
に

 
 
 
ふ
き
よ
る
風
も
千
代
は
は
ふ
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
以
下
略
）

 
同
じ
折
、
瓦
硯
を
前
田
村
の
地
回
よ
り
得
て
、
 
「
仙
露
上
記
」
幽
（
長
府
博
物

館
蔵
・
軸
装
一
巻
）
を
記
す
。

 
 
い
そ
の
か
み
ふ
る
き
物
は
よ
う
つ
に
つ
け
て
こ
よ
な
ふ
め
て
た
く
し
の
は

 
 
し
き
も
の
な
れ
硯
の
命
も
よ
を
も
て
か
そ
ふ
る
に
倒
せ
ぬ
た
め
し
は
仙
人

 
 
の
こ
と
ふ
き
に
こ
と
な
ら
す
や
乙
、
に
此
す
＼
り
は
長
州
前
田
亭
の
門
前

 
 
に
を
か
あ
り
そ
の
土
中
に
年
ふ
り
し
瓦
な
り
は
か
ら
す
し
て
ほ
り
出
し
見

 
 
れ
は
そ
の
色
黒
白
を
ま
し
へ
そ
の
遍
い
は
ほ
に
＼
た
り
い
つ
の
世
よ
り
か

 
 
か
く
は
も
の
し
け
む
た
つ
ぬ
る
に
し
る
人
あ
ら
さ
り
け
ら
し
予
こ
れ
を
此

 
 
亭
の
器
物
と
な
し
て
仙
露
硯
と
な
つ
く
壷
中
の
天
よ
り
を
く
露
に
て
墨
を

 
 
す
り
仙
人
の
な
か
袖
に
ほ
ふ
菊
の
つ
ゆ
に
筆
を
そ
め
て
ふ
る
き
を
も
て
あ

 
 
た
ら
し
き
こ
と
の
柴
草
す
ゑ
か
ぎ
り
な
く
さ
か
へ
風
ふ
か
ぬ
世
の
水
く
き

 
-
の
岡
の
く
す
は
う
ら
み
な
く
の
こ
ら
む
こ
と
を
お
も
ひ
て
か
く
名
づ
け
㌧

 
 
る
に
そ
年
は
宝
永
四
の
秋
養
括
堂
に
て
し
る
し
侍
り
ぬ

 
 
 
い
っ
か
く
と
お
も
ひ
み
た
る
＼
仙
の
露

 
 
 
 
見
る
に
そ
の
世
を
し
の
ふ
も
ち
す
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拾
遺

 
同
年
十
一
月
二
十
三
日
、
嫡
子
右
京
大
夫
吉
元
が
萩
本
藩
吉
広
の
養
子
と
な

り
、
第
五
代
藩
主
と
な
る
。
ま
た
吉
元
の
長
子
元
朝
が
口
元
の
養
子
と
な
り
、

長
府
藩
を
襲
封
ず
る
事
と
な
る
。
吉
元
は
明
倫
館
創
設
な
ど
藩
政
面
で
も
殊
に

学
芸
及
び
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
黄
桑
弓
へ
の
帰
依
な
ど
実
父
の
影
響

が
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
宝
永
六
年
（
一
，
七
〇
九
）
六
〇
歳
。
三
月
朔
日
、
江
戸
日
ケ
窪
の
藩
邸
に
没

す
。
旧
名
、
龍
沢
院
道
正
瑞
森
。

 
 
 
 
辞
世

 
 
軽
爆
武
門
這
老
翁
 
手
寒
冒
剣
破
虚
空

 
、
英
々
烈
々
真
機
露
 
醒
覚
浮
生
一
夢
中

 
 
 
 
附
 
後
水
尾
院
勅
点
綱
孔
子
五
首
に
つ
い
て

 
下
関
市
立
長
府
博
物
館
所
蔵
〈
N
O
5
 
勅
点
綱
元
公
御
詠
草
〉
軸
装
一
巻

中
に
は
、
詠
草
五
首
と
書
簡
二
通
の
三
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
翻
字
は
原
文

の
ま
ま
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
通
行
の
漢
字
に
改
め
た
。
詠
草
中
の
＝
○
へ

は
添
削
記
号
、
（
 
）
中
は
添
削
後
の
歌
で
あ
る
。

資
料
-

 
 
 
 
 
里
梅

竺
に
ほ
ひ
 
 

を
 
る
へ
に

 
か
ほ
り
く
る
風
に
し
ら
れ
て
さ
く
梅
の

 
＝
 
一
…
 
訂
 
 
 
 
 
 
 
 
＝
 
 
 
 
7
 
一
一
 
一
凹

綱
元
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か
き
ね
を
そ
ふ

 
 
花
に
お
も
は
ぬ
里
も
と
は
ま
し

 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
＝
 
 
 
 
ニ
 
＝
 
＝

（
に
ほ
ひ
く
る
風
を
し
る
へ
に
さ
く
梅
の

 
花
に
お
も
は
ぬ
か
き
ね
を
そ
と
ふ
）

 
 
 
 
 
風
郭
公

竺
た
か
に
四
 
．
，
ぬ
三

 
い
つ
方
も
う
ち
と
け
や
ら
て
ほ
と
、
き
す

 
一
一
 
＝
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

 
 
 
 
 
二
 
 
ふ
 
 
 
 
 
 
五
夜
半
の

 
 
か
く
や
し
の
ひ
の
を
か
の
〇
一
こ
ゑ

（
た
か
方
に
し
の
ふ
の
を
か
の
ほ
と
＼
き
す

 
う
ち
と
け
や
ら
ぬ
夜
半
の
一
こ
ゑ
）

 
 
 
 
 
関
月

 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
四

獣
す
む
月
に
う
ち
。
ね
ぬ
秋
の
関
守
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

 
 
 
 
 
 
え
こ
そ
 
 
ね

 
 
更
行
影
は
○
と
＼
め
さ
る
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝
 
 
＝
 
 
＝
 
 
＝

（
す
む
月
に
う
ち
も
ね
ぬ
夜
の
関
守
も

 
更
行
影
は
え
こ
そ
と
＼
め
ね
）

 
 
 
 
 
海
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

竺
ふ
る
ま
～
に
つ
も
る
と
み
え
て
白
浪
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

 
 
雪
の
上
こ
く
お
き
の
つ
り
ふ
ね

（
ふ
る
ま
＼
に
つ
も
る
と
み
え
し
白
浪
の

 
雪
の
上
こ
く
お
き
の
つ
り
ふ
ね
）

毛
利
三
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
院
勅
点
に
つ
い
て

、

 
 
 
 
 
 
や
と
を
く

然
住
絶
て
浮
世
い
く
へ
か
へ
た
つ
ら
む

 
 
 
 
 
 
＝
 
 
ニ
 
 
ニ
 
 
＝

 
 
軒
端
に
か
＼
る
峯
の
し
ら
雲

（
住
絶
て
浮
世
や
と
を
く
へ
た
つ
ら
む

 
軒
端
に
か
㌧
る
峯
の
し
ら
雲
）

 
資
料
皿

 
 
内
ζ
給
置
候
毛
利
甲
州
詠
草
則
御
懸
候
而
窺
申
七
癖
御
老
年
別
而
御
僻
事

 
 
の
み
多
可
有
之
候
得
共
先
御
覧
被
遊
下
命
読
つ
け
ら
れ
三
口
ふ
り
珍
重
成

 
 
と
思
召
候
御
添
削
之
趣
則
別
紙
二
書
付
申
候
将
二
甲
州
自
筆
之
詠
草
可
被

 
 
留
候
哉
但
又
可
被
返
候
や
被
返
候
は
御
留
ヲ
も
仕
置
候
冠
鳩
御
気
色
候
此

 
 
段
御
相
談
申
事
候
一
昨
御
物
語
之
通
も
言
上
候
毛
利
宰
相
庶
母
事
柏
葉
さ

 
 
あ
る
へ
く
思
召
候
宰
相
ハ
御
沙
汰
候
事
と
仰
ラ
レ
候
事
候
以
官
爵
申
候
得

 
 
共
御
用
旧
故
如
此
候
以
上

 
 
 
追
而
首
尾
好
珍
重
候
御
同
前
候
無
沙
汰
三
二
猶
以
法
皇
ニ
モ
御
尊
削
候

 
 
 
事
無
沙
汰
尤
候
旨
可
被
申
傅
候

 
 
 
 
十
二
月
廿
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
種

 
 
日
野
前
大
納
言
殿

資
料
皿

 
 
一
筆
令
啓
三
内
ζ
之
御
詠
之
義
風
早
宰
相
二
御
前
之
首
尾
被
見
合
候
同
法

 
 
皇
被
備
叡
覧
一
両
首
二
て
も
仰
之
趣
御
座
候
様
二
と
頼
置
申
候
塵
如
何
ニ

 
 
モ
首
尾
能
御
座
候
而
三
三
叡
覧
候
慮
法
皇
事
引
外
御
父
美
之
由
二
候
即
昨

 
 
日
風
早
宰
相
三
三
被
申
越
候
風
早
状
入
御
被
見
候
御
詠
モ
如
才
於
御
前
風

 
 
早
宰
相
仕
改
御
添
削
も
風
早
書
付
被
申
候
一
両
首
二
而
も
難
成
儀
候
庭
五

 
 
首
悉
御
黙
無
残
所
御
仕
合
於
拙
夫
偏
大
悦
旧
事
二
候
御
自
筆
之
御
詠
草
ハ
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此
方
二
留
置
申
眉
掃
重
難
申
述
候
早
く
可
入
御
拝
見
如
此
候
恐
ζ
謹
言

 
 
 
追
而
只
今
拙
夫
ナ
ト
モ
詠
草
御
覧
不
確
認
缶
石
如
何
存
候
虎
五
首
悉
叡

 
 
 
覧
殊
読
つ
け
ら
れ
候
頭
並
思
召
候
由
御
褒
美
珍
重
難
申
述
候
爵
拝
見
御

 
 
 
満
悦
面
縛
申
事
候
此
御
詠
井
御
添
削
点
己
下
風
早
筆
二
御
座
候
於
御
前

 
 
 
如
此
之
由
二
候
太
潔
く
目
出
存
候
只
今
は
誰
二
身
モ
詠
草
法
皇
御
覧

 
 
 
被
還
御
添
削
不
被
省
思
間
堅
御
沙
汰
無
業
様
二
可
申
入
之
由
二
御
座
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日
野
大
納
言
 
花
押

 
 
 
 
十
二
月
廿
一
日

 
 
毛
利
甲
斐
守
殿

 
成
立
年
次
に
関
し
て
、
 
『
毛
利
家
乗
』
は
、
貞
享
三
年
忌
条
に
、
 
「
是
歳
和

歌
五
首
ヲ
京
師
二
送
リ
、
法
皇
ノ
勅
点
ヲ
請
フ
」
と
あ
り
、
ま
た
h
法
皇
ハ
後

水
尾
天
皇
ナ
リ
」
と
注
記
が
あ
る
。
以
来
、
 
「
毛
利
家
乗
」
が
藩
史
の
有
力
な

る
資
料
で
あ
る
事
も
あ
っ
て
、
山
口
県
の
地
方
史
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
引
用

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
水
尾
院
は
既
に
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
八
十

歳
で
没
し
て
お
り
、
こ
の
注
記
は
誤
り
で
あ
る
。
層
成
立
年
次
は
検
討
を
要
す

る
p
＼

 
ま
ず
人
物
の
検
討
を
行
な
う
。
「
日
野
大
納
言
」
、
「
日
野
前
大
納
言
」
と

あ
る
。
日
野
家
に
お
い
て
同
時
代
で
大
納
言
の
地
位
を
得
た
の
は
日
野
弘
資
の

み
で
あ
り
、
弘
資
と
は
、
前
述
の
ご
と
く
和
歌
の
師
で
あ
り
、
「
野
江
紀
聞
」

等
の
書
が
存
し
て
い
る
点
よ
り
日
野
弘
資
で
あ
る
。
日
野
弘
資
が
中
院
歯
髄
と

と
も
に
後
水
尾
院
を
中
心
と
し
た
歌
壇
史
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
事
は
よ
く

知
ら
れ
、
柳
瀬
万
里
氏
に
「
日
野
弘
資
i
彼
の
和
歌
と
そ
の
環
境
1
」
 
（
「
国

文
学
論
叢
」
、
昭
和
5
3
年
1
且
）
の
論
考
が
あ
る
。
弘
資
が
没
し
た
の
は
貞
享

四
年
九
月
二
十
九
日
で
あ
る
か
ら
、
『
毛
利
家
乗
」
の
記
載
は
、
あ
る
い
は
、
そ

の
前
年
迄
の
貞
享
三
年
の
事
と
誤
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
も
弘
資

没
の
貞
享
四
年
以
前
で
あ
る
事
遺
確
か
で
あ
る
。
弘
資
は
明
暦
二
年
権
大
納
言

に
任
ぜ
ら
れ
、
万
治
三
年
四
十
四
歳
の
時
、
権
大
納
言
を
辞
し
て
い
る
。
そ
の

後
は
宮
職
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
万
治
三
年
は
還
元
が
生
ま
れ
る
以
前
の
事
で
あ

る
か
ら
、
 
「
前
大
納
言
」
と
あ
る
点
よ
り
類
推
は
出
来
な
い
。
宮
職
名
の
記
載

は
、
 
「
徳
川
実
紀
」
の
例
、
寛
文
十
年
の
条
に
も
、
日
野
大
納
言
弘
資
卿
（
前

脱
力
と
注
記
）
と
あ
り
、
あ
い
ま
い
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

 
当
代
、
法
皇
と
は
、
慶
安
四
年
五
月
六
日
、
」
五
十
六
歳
で
落
飾
し
て
法
誰
を

円
浄
と
称
し
た
後
水
尾
院
で
あ
る
。
毛
利
甲
斐
守
す
な
わ
ち
、
耳
元
が
従
五
位

下
、
甲
斐
守
に
叙
任
さ
れ
た
の
は
、
寛
文
四
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以

降
と
い
う
事
に
な
る
。
寛
文
四
年
後
水
尾
院
は
六
十
九
歳
の
「
老
年
」
期
で
あ

る
。
綱
島
が
後
水
尾
院
の
勅
点
を
受
け
た
の
は
、
寛
文
四
年
十
二
月
以
降
、
後

水
尾
院
が
八
十
五
歳
で
没
す
る
延
宝
八
年
迄
、
綱
元
が
十
五
歳
よ
り
三
十
一
歳

ま
で
で
あ
る
。

 
「
毛
利
宰
相
孫
節
事
…
…
」
と
あ
る
が
、
毛
利
宰
相
は
、
毛
利
家
中
唯
一
正

三
位
参
議
と
な
っ
た
、
初
代
藩
主
秀
元
で
あ
る
。
秀
元
は
文
禄
慶
長
の
役
の
総

大
将
で
あ
り
、
晩
年
に
は
家
光
の
御
立
衆
で
も
あ
っ
た
か
ら
後
水
尾
院
も
知
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 
「
徳
川
実
紀
」
延
宝
二
年
十
月
七
日
の
条
に
は

 
 
こ
れ
ま
で
伝
奏
に
て
あ
り
し
日
野
前
大
納
言
弘
資
卿
、
中
院
前
大
納
言
通

 
 
茂
卿
を
和
歌
所
に
定
め
ら
れ
る
過
法
皇
の
叡
慮
に
よ
る
所
と
そ
聞
え
し

 
と
あ
っ
て
、
武
家
伝
奏
か
ら
和
歌
所
に
変
っ
た
の
が
、
延
宝
二
年
後
水
尾
院

の
後
押
し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
公
家
と
綱
元
の
関
係
で
看
過
出
来
ぬ
の
は
、
鷹
司
早
出
（
風
白
y
と
の
関
係

で
あ
る
。
房
輔
の
妻
竹
子
は
綱
元
の
父
光
広
と
は
い
と
こ
関
係
で
、
本
旨
萩
藩
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主
綱
広
の
姉
で
あ
る
。
綱
広
は
鷹
司
家
の
招
宴
を
参
観
の
途
次
京
で
受
け
て
い

る
が
、
三
元
と
も
同
様
の
事
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
勅
点
に
は
房
輔
あ
た

ヶ
の
助
力
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
猶
、
延
宝
四
年
に
は
十
一
才
の
長
州

藩
の
天
才
詩
人
山
田
原
欽
が
後
水
尾
院
に
御
蓋
謁
す
る
と
い
う
光
栄
に
浴
し
て

い
る
。
 
（
ご
の
点
に
関
し
て
は
昭
和
6
1
年
秋
近
世
文
学
会
で
口
頭
発
表
。
）
延

宝
の
初
年
頃
、
毛
利
家
と
堂
上
家
は
か
な
り
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。・

風
早
実
種
（
権
大
納
言
正
二
位
、
宝
永
七
年
、
、
七
十
九
歳
没
）
は
三
条
西
家
よ

り
分
家
し
て
風
早
家
を
創
始
し
た
人
物
。
和
歌
は
も
と
よ
り
連
歌
に
も
長
じ
、

延
宝
四
年
に
は
連
歌
論
書
「
連
歌
難
陳
」
刊
行
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
参
考

ま
で
に
、
延
宝
五
年
仙
洞
御
会
に
、
後
水
尾
院
、
弘
資
、
房
輔
、
実
種
が
同
席

し
て
い
る
の
で
、
各
人
の
歌
を
あ
げ
て
お
ぐ
。

 
 
 
 
延
宝
五
年
丁
巳
仙
洞
於
新
御
殿
御
会

 
 
 
詠
池
岸
有
松
鶴
 
和
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
法
皇
御
製

 
 
池
水
の
き
し
根
の
松
に
ち
よ
ふ
へ
き

 
 
と
こ
ろ
を
み
て
や
だ
っ
も
住
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
白
房
輔

 
 
ほ
ら
の
う
ち
の
御
池
の
岸
の
松
か
え
に

 
 
な
れ
て
千
世
を
や
よ
は
ふ
友
鶴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
正
二
位
〉
弘
資

 
 
す
む
つ
る
も
君
か
千
と
せ
を
幾
か
へ
り

 
 
 
 
 
 
 
（
朱
）
本
マ
・

 
 
御
池
の
岸
の
ま
つ
こ
と
に
せ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正
三
位
藤
原
実
種

毛
利
綱
元
文
芸
関
係
略
譜
 
附
、
後
水
尾
院
勅
点
に
つ
い
て

 
 
松
た
て
る
御
池
の
き
し
は
住
よ
し
と

 
 
な
る
＼
も
君
か
千
世
の
友
つ
る
 
 
 
 
 
 
（
「
文
翰
凹
々
」
巻
三
）

 
弘
資
が
、
綱
元
か
ら
の
依
頼
を
何
故
に
七
種
に
依
頼
し
た
か
は
詳
か
で
は
な

い
。
し
か
し
実
種
は
、
歌
会
の
み
な
ら
ず
、
延
宝
元
年
十
月
八
日
、
同
三
年

四
月
二
十
四
日
、
二
十
九
日
、
・
同
四
年
二
月
三
日
、
同
五
年
九
月
六
日
、
同

年
閏
十
二
月
十
日
の
連
歌
会
（
『
連
歌
資
料
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の
研
究

 
付
髄
鋤
酢
繍
一
覧
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編
明
治
書
院
昭
和
6
0
年
）
に
、

後
水
尾
院
と
同
席
近
侍
し
て
い
る
。
延
宝
の
初
年
、
実
種
は
後
水
尾
院
文
化
圏
の

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
水
尾
院
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
は
、

田
中
隆
裕
氏
の
論
考
（
「
後
水
尾
院
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
」
『
髄
鰍
囎
雛
忙
裡
鍛

連
歌
研
究
の
展
開
』
勉
誠
社
 
昭
和
6
0
年
）
に
詳
し
い
が
氏
は
「
延
宝
五
年

八
二
歳
を
迎
え
た
法
皇
の
閏
＝
一
月
一
〇
日
の
連
歌
御
会
が
、
日
記
や
伝
存
作

品
上
か
ら
調
べ
得
た
ほ
ぼ
最
終
の
も
の
と
な
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
。 

ま
た
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
に
「
後
水
尾
回
勅
点
」
と
題
さ
れ
た
一

冊
が
あ
り
、
堀
田
（
紀
）
一
輝
（
従
五
位
下
、
五
千
石
）
関
連
の
記
事
が
あ
る
。

一
輝
は
「
正
木
の
か
つ
ら
」
に
も
つ
と
も
多
く
の
歌
を
撰
ば
れ
た
歌
人
で
あ
る
。

 
 
い
に
し
延
宝
六
年
の
こ
ろ
故
守
澄
法
親
王
上
洛
之
時
後
水
尾
院
よ
り
和
歌

 
 
十
首
の
題
を
ま
い
ら
せ
ら
れ
し
あ
る
を
紀
一
輝
に
も
す
＼
め
給
ひ
し
か
と

 
 
も
お
ほ
や
か
に
物
し
侍
り
て
何
く
れ
と
を
こ
た
り
ぬ
と
そ
勅
題
た
＼
に
す

 
 
く
さ
む
も
ほ
い
な
し
と
て
其
十
巻
を
詠
し
請
書
せ
し
む
御
在
世
に
し
あ
ら

 
 
は
震
筆
を
も
く
は
へ
ら
る
へ
き
に
と
今
更
お
も
ひ
出
ぬ
予
に
こ
と
の
よ
し

 
 
を
こ
ふ
も
と
め
に
ま
か
せ
て
筆
を
と
る
も
の
な
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
進
実
種
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右
の
ご
趣
く
、
後
水
尾
院
は
延
宝
六
年
迄
、
勅
題
を
与
え
る
事
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
そ
の
仲
介
を
実
種
が
行
っ
て
い
た
事
が
知
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後

沙
汰
止
み
に
な
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
遅
く
も
延
宝
六
年
置
が
後
水
尾
院
の
文

芸
活
動
の
下
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
熊
倉
功
夫
氏
は
、
 
「
後
水
尾
院
」
 
（
朝
日
新
聞
社
 
昭
和
5
7
年
）
に

お
い
て
、

 
 
八
十
の
賀
を
す
ぎ
て
も
な
お
元
気
で
あ
っ
だ
後
水
尾
院
も
延
宝
五
年
（
一

 
 
六
七
七
）
に
晩
年
の
愛
妃
新
広
義
門
院
を
失
な
い
、
翌
年
東
福
門
院
を
失

 
 
な
っ
て
か
ら
は
、
し
だ
い
に
衰
え
を
み
せ
て
き
た
。
延
宝
五
年
に
口
内
炎

 
 
が
で
き
、
ま
た
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
（
後
略
）

 
と
、
晩
年
の
後
水
尾
院
の
衰
え
を
説
明
ざ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
書
簡
中
の
「
御

僻
事
の
み
多
」
い
状
態
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
綱
元
が
若
年
の
頃
と
推
論
し
た
が
、
や
は
り
十
代
で
勅
選
を
乞
う
に
は
若
過

ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
大
名
が
一
人
前
と
し
て
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
は
、
入

封
を
果
し
て
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
初
入
封
を
果
し
た
延
宝
二
年
（
二
十
二
歳
）

以
降
の
事
を
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

 
ま
た
、
一
関
市
立
図
書
館
蔵
「
日
野
故
亜
椀
御
消
息
」
（
軸
装
・
一
巻
）
は
、

日
野
弘
資
よ
り
田
村
宗
永
へ
の
書
簡
で
あ
り
、
猪
苗
代
兼
寿
が
仲
介
に
入
っ
て

い
る
事
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
包
み
紙
に
は
「
延
宝
七
年
 
御
門
弟
成

候
節
」
と
あ
り
、
綱
元
と
共
に
日
野
弘
資
に
教
え
を
乞
う
た
宗
永
の
入
門
が
、

延
宝
七
年
で
あ
る
事
が
推
察
さ
れ
る
。
書
簡
中
に
年
代
の
記
載
が
な
く
、
傍
証

資
料
と
し
て
考
え
る
に
は
、
確
定
的
で
は
な
い
が
、
三
元
が
日
野
弘
資
へ
入
門

し
た
の
も
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
と
想
像
さ
れ
る
。

 
以
上
、
推
測
の
域
を
出
る
事
は
出
来
な
い
が
、
綱
元
が
後
水
尾
院
に
勅
点
を

・
受
け
た
の
は
、
延
宝
二
年
以
降
、
も
っ
と
も
可
能
性
の
あ
る
の
は
、
延
宝
六
年

前
後
、
院
最
晩
年
の
事
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

 
猶
、
蛇
足
の
事
と
思
わ
れ
る
が
、
本
大
学
と
同
じ
町
内
で
あ
る
下
関
市
吉
見

妙
寺
町
西
谷
の
地
に
日
野
殿
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
あ
り
、
元
文
四
年
の
庄
屋
絵

図
に
よ
れ
ば
「
往
古
よ
り
廟
所
あ
り
日
野
ど
の
が
原
と
も
な
べ
を
と
も
云
う
」
，

と
あ
る
由
で
あ
る
。
綱
元
の
領
内
に
日
野
氏
と
の
関
連
あ
る
地
が
伝
承
さ
れ
て

い
る
事
、
些
事
な
が
ら
本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
付
記
し
て
お
く
。

 
後
記

 
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
伊
秩
洋
子
氏
、
市
古
夏
生
氏
、
島
原
泰
雄
氏
、
田

中
隆
裕
氏
、
棚
町
知
弥
氏
、
原
田
多
賀
子
氏
、
福
本
上
部
の
御
教
示
を
得
ま
し

た
つ
ま
た
、
一
関
市
立
図
書
館
、
下
関
市
立
長
府
博
物
館
、
宮
城
県
立
図
書
館

に
は
特
別
の
御
配
慮
を
得
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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